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愛知県総合教育センター研究紀要 第 109 集（令和元年度） 

 

カリキュラム・マネジメントの在り方に関する研究 

                                              

「社会に開かれた教育課程」の実現を通じて子どもたちに必要な資質・能力を育成するという

平成 29 年に公示された学習指導要領等の理念を実現するために，各学校において「カリキュラ

ム・マネジメント」の確立が求められる。本研究では，カリキュラム・マネジメントの取組を七

つのステップに分け，ステップごとに活用できるワークシート等のツールを開発した。そのツー

ルを使いながら，研究協力校６校においてグランドデザインを策定し，育成を目指す資質・能力

と関連付けた授業改善に取り組んだ。 

 ＜検索キーワード＞ カリキュラム・マネジメント 学校教育目標 育成を目指す資質・能力 

           シート 現状把握 グランドデザイン 重点目標 授業改善 
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１ はじめに 

近年のグローバル化は社会に多様性をもたらし，また，急速な情報化や技術革新は人間生活を質的に

も変化させつつあり，こうした社会的変化の影響が，身近な生活も含め社会のあらゆる領域に及んでい

る。 

こうした中，平成 29年に公示された学習指導要領の「総則」において，育成を目指す資質・能力は，

「何ができるようになるか」という観点で「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向か

う力，人間性等」の三つの柱に整理された。これらの資質・能力を育むためには，各教科等の学びの中
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で身に付けていく力と，教科等横断的に身に付けていく力とを相互に関連付けていく，カリキュラム・

マネジメントが必要となる。教員一人一人が，子どもたちの発達の段階や発達の特性，教科等の学習内

容や単元の構成，学習の場面等に応じた指導方法について研究を重ね，「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けて授業改善に取り組むことが大切になる。 

本研究では，自校の現状と課題を把握し，その改善を図りながら教育目標の実現を目指したカリキュ

ラム・マネジメントに全教職員で取り組むための組織と手法について研究を進めた。また，学校の教育

目標（目指す子どもの姿）の実現に向けて，育成を目指す資質・能力を明確にした授業改善や評価に取

り組んだ。 

これらの結果を総括して，より現実的・効果的なカリキュラム・マネジメントのモデルを提案するこ

とを目指した。 

 

２ 研究の目的 

 本研究では，自校の現状と課題を把握し，その改善を図りながら全教職員により教育目標の実現を目

指したカリキュラム・マネジメントに取り組むための組織と手法について探る。その際，研究協力校に

おいて各学校種の特色を踏まえた実践研究を行うことで，カリキュラム・マネジメントについての考え

方や手法について共有し，カリキュラム・マネジメントの理解を深め，円滑に導入するための方策を探

る。 

 

３ 研究の方法 

 (1) 「グランドデザイン」の策定のために，必要なツールの開発とリーフレットの作成 

 『幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等に

ついての答申（平成28年12月21日）』において，「カリキュラム・マネジメント」の中心となるものとし

て述べられている「グランドデザイン」の策定のために，必要なツールを開発する。研究協力校におい

て活用し，ツールの有効性や効果の検証，そしてリーフレットを作成する。 

 (2) 育成を目指す資質・能力と関連付けた授業改善 

 平成29年に公示された学習指導要領では，各学校は，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて，

各教科等の学びを通じて「何ができるようになるのか」という観点から，育成を目指す資質・能力との

関連付けた授業改善が求められている。 

 本研究では，グランドデザインを基に学校全体として育成を目指す資質・能力を明確にし，その実現

に向けて，関連する各教科等の改善を図るとともに，教科等における具体的な指導内容によって育まれ

る資質・能力の関係性を可視化していく。そして，学校の教育目標の実現に向けて，各学校種の実態に

応じた育成を目指す資質・能力と関連付けた授業改善を行う。 

 (3) 育成を目指す資質・能力と関連付けた二つの評価 

 育成を目指す資質・能力の向上に向けた取組を二つの観点で評価する。一つは，学校の教育活動全体

を通し，重点目標を達成するための取組について，焦点化して評価を行う。もう一つは，教育目標に近

づいているかどうかについて，授業改善による子どもの成長の姿を見取ることにより評価をしたり，ア

ンケート調査，全国学力・学習状況調査等の結果を基に評価をしたりする。 

 

４ 研究の内容 

 (1) グランドデザインの作成のためのツールの開発と手法 
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 学校の教育目標（目指す子どもの姿）を実現するために，カリキュラム，組織構造，組織文化，教員，

保護者や地域等のつながりを把握，検討，分析するツール（各種シート）を開発して，グランドデザイ

ンを作成する手法について検討し，その効果を検証する。 

  ア 学校の教育目標（目指す子どもの姿）の実現に向けた現状の把握・検討 

 各学校において，子どもの実態，教育課程の編成・実施・評価及び改善に関する課題がどこにあるのか

を三つのシートを用いて明確にする。 

 一つ目は，「現状把握シート」である（資料１）。このシートを使うことで，子どもの実態や教師の願い

から，目指す子どもの姿を全教職員で明確化し，共有化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二つ目は，「ＳＷＯＴ分析シート」である

（資料２）。このシートを使うことで，学校

の内部環境と外部環境の具体的な状況を

「強み」と「弱み」に分類・整理し，自校

の特色づくりに向けた取組を検討する。 

 三つ目は，「カリキュラム・マネジメント

検討用シート」である（資料３）。このシー

トを使うことで，学校教育目標の実現とい

う視点で，自校の教育課程等の実施状況を

検討し評価して，現状と課題，解決策を全

教職員で共有する。 

 三つのシートを使って，全教職員間で共有することで，学校教育目標を実現するという視点で学校のカ

リキュラム全体を見直す。 

【資料３ カリキュラム・マネジメント検討用シートの一部（例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１ 現状把握シート(例)】 

【資料２ ＳＷＯＴ分析シートの一部（例）】 

※学校組織マネジメント研修～すべての教職員のために～（モデル・カリキュ

ラム）（マネジメント研修カリキュラム等開発会議 平成１７年２月発行） 
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  イ 分析・可視化 

 教育課程等を検討し評価して見えてきた

課題に対しての解決策を「カリキュラム・マ

ネジメント実行策対策シート」を用いて，学

校教育目標を実現するための効果の大きさ

や着手の容易さなどを比較し，より着手が容

易で効果が大きいと考えられる実行策を決

める（資料４）。 

 これらの分析を基に，「カリキュラム・マネ

ジメント分析シート」を用いてカリキュラム

・マネジメントの全体像を把握し，教育課程

等のつながりを俯瞰的に見ることにより，学

校のよさや課題，解決策等を全教職員で共有

する（資料５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ウ グランドデザインの作成 

 学校の教育目標を実現するために，分析した現状の課題

に対し重点目標を出発点として，創意工夫した特色ある学

校づくり，カリキュラムづくりの取組を具体的に分かりや

すく表したグランドデザインを作成する（資料６）。これに

より，学校として「何を大切にしているか」を明確に示し，

「学校の経営ビジョンと課題意識」を教職員だけでなく，子

ども・保護者・地域も含め共有する。 

 グランドデザインを策定するまでの手順とシートをまと

めた（図１）。 

【図１ グランドデザインを策定するまでの手順とシート】 

 

 

 

 

 

 

【資料６ グランドデザイン（例）】 

【資料４ カリキュラム・マネジメント実行策対策シートの一部（例）】 

【資料５ カリキュラム・マネジメント分析シートの一部（例）】 
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(2) 育成を目指す資質・能力と関連付けた授業改善 

 グランドデザインを基に，学校の教

育目標の実現に向けて学年・教科等で

どのような資質・能力を育成するのか

を明確にし，授業改善につなげる。 

  ア 各学年の重点目標の具現化と

教科等で育成できる資質・能力

の焦点化 

 学校の教育目標を実現するために，

重点目標を各学年の発達段階に応じて

具現化する。また，教科等で重点的に

育成を目指す資質・能力を「各教科で

のカリキュラム・マネジメントシート」

を用いて焦点化する（資料７）。 

  イ 教科等横断的な視点 

 学校の教育目標の実現に向けて，育

成したい資質・能力において各教科で

の学習をどのようにつなぎ，関連付け

ていくかを検討する。そして，教科等

横断的なつながりや関連性を「資質・

能力の育成に向けたカリキュラム・マ

ネジメントシート」を使い可視化す

る。学校の教育活動の特色である「強

み」を生かしたり，内容的な関連性や

目標（資質・能力）に着目し，教科間

をつなぐ活動を取り入れたりするこ

とで，全教職員で共通理解して，教科

等横断的な学習を実現する（資料８）。 

  ウ 育成を目指す資質・能力との

関連を意識した授業実践 

 日々の授業において，目指す子ども

の姿の実現に向けて育成を目指す資

質・能力を意識して取り組む。各教科

の授業においても，単元や本時のねら

い，活動，学習成果等の指導計画を作

成する際に，「単元レベルでの資質・

能力チェックシート」を用いて，目指

す子どもの姿を常に意識できるように

する（資料９）。 

 グランドデザインを基にした授業改

【資料７ 各教科でのカリキュラム・マネジメントシート】  

【資料８ 資質・能力の育成に向けたカリキュラム・マネジメントシート】 

【資料９ 単元レベルでの資質・能力チェックシート(例)】 
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善に用いるシートをまとめた（図２）。 

【図２ グランドデザインを基にした授業改善に用いるシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 学校の教育目標の実現に向けた取組の評価・改善 

  ア 学校の教育活動全体を通した取組の評価 

 学校全体の取組について，「カリキュラム・マネジメント検討用シート」，学校評価等を用いて，全教

職員が育成を目指す資質・能力の視点から評価を行い，教育目標の再認識，計画の見直し，実施方法の

検討を行う。 

  イ 「学校教育目標（目指す子どもの姿）に近づいているかどうか」の評価 

 学校教育目標（目指す子どもの姿）に近づいているかどうかについて，授業改善による子どもの成長

の姿を見取ることで評価したり，テストやアンケート調査等の結果から評価したりする。 

 (4) 研究協力校における実践例 

 研究協力校（小学校２校，中学校２校，高等学校２校）において，ツールを用いたグランドデザイン

の策定，育成を目指す資質・能力と関連付けた授業実践，評価を行った。 

  ア 現状把握シートの実践例（大府市立東山小学校） 

 児童の実態を把握するために，学校評価アンケート，全国学力・学習状況調査，研究授業や教職員の

聞き取り調査を基に，児童の実態を現状把握シートにまとめた。これらの調査を１枚のシートにまとめ

たことで，「素直で優しいが自主性が低く，自分の考えを発表することに，自信がもてない児童が多い」

という児童の強み・弱みを全教職員で共有することができた（資料 10）。 

【資料 10 現状把握シートの作成（例）】 
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  イ カリキュラム・マネジメント検討用シートの実践例（県立東浦高等学校） 

 カリキュラム・マネジメント検討用シー

トを用いて現状把握を行った。ただ，カリ

キュラム・マネジメント検討用シートは，

定められた項目について４段階で回答する

ので，客観的で経過を測定するには向いて

いるが，一方で独自の課題について知るこ

とは難しい。そこで，校長と教職員との面

談で挙げられた本校の課題のまとめと，全

教職員に対してのアンケートを実施した

（資料 11）。 

 これらの結果は，今後東浦高校をどのよ

うに改善していけばよいのかという点で参

考になった。そして，新たに教育目標を検

討する際に，３年後に迎える創立 50周年に

向けた目標を考えた。 

  ウ カリキュラム・マネジメント分析シートの実践例（県立稲沢高等学校） 

 総合教育センター所員を外部講師として招き，７月末に

作成したカリキュラム・マネジメント検討用シートの分析

結果（数値）をまとめたカリキュラム・マネジメント検討用

シートを基に，全教職員でのグループ協議を通して，学校の

現状分析を行った。その場で意見集約して，グループ発表を

行った。グループ協議で集約した意見を基に，自校の強み・

弱みを色分けした付箋に書き，カリキュラム・マネジメント

検討用シートの項目別に台紙に貼ってまとめ，職員室に掲

示した（写真１）。このまとめとＳＷＯＴ分析を基にして，

カリキュラム・マネジメント分析シートを作成した。問題点

の洗い出しとともに，分析結果を参考にしてグランドデザ

インの作成を開始した。 

  エ グランドデザインの共有の実践例（新城市立八名中学校） 

 重点目標達成に向けた活動を生

徒とともに行っていきたいという

考えから，グランドデザインを全

教室に掲示して意識を高めた。ま

た，グランドデザインを簡略化し

た生徒・保護者用をＰＴＡ総会の

折に保護者に配付して，学校の活

動への理解を促した（資料12）。 

 また，校長が学校の経営方針や

【資料 11 本校の課題についてのアンケート（抜粋）】 

【写真１ グループ協議での成果物】 

【資料 12 簡略化したグランドデザイン】 



- 8 - 

 

教育目標について，全校集会で生徒目線に立った

講話をし，教育目標「感動・創造・貢献の喜びを

共に」について，校長の思い，生徒に望むこと等

の話をされた（写真２）。「昨年の教育目標を知っ

ているか」と尋ねても，ほとんどの生徒が意識し

ていないため記憶に残っていない状況であった

が，生徒は真剣な眼差しで集中して講話を聴いて

いる様子だった。この講話から，「１年間，がんば

るべきこと」が伝わり，それは，学級活動の級訓

に反映された。各学級の級訓は，この１年間，「感動・創造・貢献を共に」という目標を掲げ，授業や行

事，特別活動等に取り組んでいきたいという，生徒の思いがこもった級訓となった（資料13）。 

【資料 13 級訓の例】 

１年Ａ組 「パズル～18ピースの仲間～」 

クラスの仲間一人一人の個性が一つのピースとして，クラス全員で一つのパズルを作り上げるよう

に，達成感や成就感などの感動をピースとして積み上げ，１年間で最高のパズルに仕上げられるよう

に努力していきたいという意味である。また，クラスのパズルを作り上げ，仲間と助け合い，支え合

うことで，さまざまなものを創造する力，学校や地域のために活動する力に「チェンジ」していくと

考えて目標を設定した。今年は八名中学校１年目，中学校生活に慣れ，仲間と協力して感動できる活

動につなげるとともに，心を成長させ，高め，何事にも本気で取り組むことができるようにしたいと

いう思いを級訓に込めた。クラス全員で力を合わせ，パズルの精神で学校生活を送り，どのクラスに

も負けないチームワークのクラスを目指す。 

  オ 重点的に取り組む教科を焦点化した実践例（愛西市立永和中学校） 

 グランドデザインはできるだけ情報を焦点化して，関係がよく分かるようにした。これを現職研修で

教職員に説明し，学校の課題や学校の強みが学校目標・目指す生徒像にどうつながるかを共通理解した。

学校教育目標に迫るために，人間関係をうまくつくることができないという生徒の現状や，「相手の立

場や気持ちを理解できる心と自己の思いを伝える力を育成する」という学校全体の重点目標，各学年の

目標を意識して，学校の教育目標（目指す子どもの姿）を実現するために重点的に取り組む教科・領域

について検討した。その結果，「道徳」を重点教科とし，特に，「表現力，思考力，コミュニケーション

力など」を育成するために，「考え，議論する道徳科」の授業に取り組むことにした。各教科とも関連さ

せ，話し合い活動に重点的に取り組むことで，コミュニケーション力や自己肯定感を高め，学校教育目

標に迫ることとした（資料 14）。 

【資料 14 グランドデザインから重点教科を焦点化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真２ 校長の学校目標についての講話】 
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  カ 重点目標を意識した指導案の工夫をした実践例（新城市立八名中学校） 

 教科ごとに焦点化した重点目標を意識

して授業を行えるように，指導案の中にカ

リキュラム・マネジメントの視点を取り上

げていった。本時の指導の中で重点目標に

関する活動を取り上げ，「本気」「話し合い」

「創造」の具体的な生徒の姿が明確になる

ような指導案にした。 

 指導案の「５ 身に付けたい力」では，

重点目標に関する活動をどの小単元で行

うのかを示した（資料15）。 

「本時の指導」では，他教科のつながり

を示し，教科等横断的な内容であることを

指導案の中に明記することにした。また，

他教科との関係については，４月に作成し

た年間指導計画の「他教科とのつながり」

の欄から引用し，生徒に他教科の既習内容

を質問したり，教師が意図的に関連した内

容を提示したりできるようにした（資料

16）。 

  キ カリキュラム・マネジメント検討用シートを用いた評価の実践例（一宮市立今伊勢小学校） 

   (ｱ) 教職員の意識変化 

 平成 30年度と令和元年度１，２学期末に，カ

リキュラム・マネジメント検討用シートを，全

教職員に実施した（資料 17）。令和元年度２学

期末の結果は，33 項目中 28 項目で，これまで

の中でいちばんよい数値となった。特に，「学校

全体の学力傾向やその他の実態，課題について，

全教職員が共有している」「学校の教育目標や重

点目標には，『児童に身に付けさせたい力』や『め

ざす児童像』が具体的に記述されている」にお

いて，最高値が得られたことから，２学期末に

は学校としての取組になりつつあることが見て

取れた。 

また，令和元年度１学期末に下がったＰＤＣ

Ａサイクルにおける，Ｃに関する項目も，全て

の項目で数値が上昇した。これまでの取組を通

して，授業改善につなげようとする思いの表れ

であると考える。一方で，日々の教材研究，いろいろな行事や事務処理に時間がかかることも含め，働

き方改革・多忙化解消の見直しの必要性も感じた。 

【資料 16 指導案の一部】 

【資料 15 指導案の一部】 

【資料 17 カリキュラム・マネジメント検討用シートの数値による意識の変化(抜粋)】 
H30始 H30後 R1 1学期末 R1 2学期末

1
学校全体の学力傾向やその他の実

態、課題について、全教職員が共有

している。
67% 79% 88% 97%

2
学校の教育目標や重点目標は、児童

や地域の実態を踏まえて設定されて

いる。
88% 100% 94% 94%

3

学校の教育目標や重点目標には、

「児童に身に付けさせたい力」や

「めざす児童像」が具体的に記述さ

れている。

94% 92% 97% 97%

4
学校経営案や学年・各教科の指導計

画等に示す目標や内容等は、それぞ

れが連動するよう作成されている。
82% 96% 97% 97%

5
学校経営案や学年・各教科の指導計

画等に示す目標や内容の相互関連が

はかられている。
88% 96% 97% 97%

6
学習成果の評価(規準や方法、時期

など)について、年度当初に計画し

ている。
82% 100% 100% 100%

7
あなたの学校は、学校の教育目標や

重点目標を意識して授業や行事に取

り組んでいる。
85% 92% 97% 97%

8
あなたの学校は、学年・各教科等に

示す目標や内容の相互関連を意識し

て、日々の授業を行っている。
82% 92% 82% 91%

9
あなたの学校は、既習事項や、先の

学年で学ぶ内容と関連(系統性)を意

識して指導している。
79% 83% 85% 97%

10
あなたの学校な、学校の年間指導計

画の改善に役立つような記録(メモ)

を残している。
61% 71% 64% 79%

11
児童の学習成果の評価だけでなく、

教育課程や授業の評価も行ってい

る。
67% 58% 55% 76%

12
学校として取り組んでいる授業研究

が学校の課題解決に役立っているか

について評価している
79% 75% 82% 91%

教

育

目

標

Ｐ

(

計

画

)

Ｄ

(

実

施

)

Ｃ

(

評

価

)
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   (ｲ) 児童の意識変化 

 ２学期末，学校評価アンケートを児童に実施した。結果はほぼ全ての項目において昨年度末に行った

結果を上回り，一昨年度の結果をも上回った（資料 18）。学校全体での取組が，徐々に児童にも浸透し

始めたと考えられる。しかし，最高値となったものの，「はい」と答えた児童の割合が 70％に満たない

項目がほとんどであったため，更に自信をもたせるための手だてを考え，継続的に指導に当たる必要性

を感じた。 

 

 

５ 研究のまとめと今後の課題 

 各種シートは，学校の教育目標の実現に向けて，カリキュラム，組織構造，組織文化，教職員，保護

者や地域等のつながりを把握，検討，分析するのに効果があった。特に，全教職員で分析・検討したこ

とで，学校の教育目標の実現に向けた課題が明確化，共有化され，取り組むべき目標を具体的なものに

することができた。それによって，育成を目指す資質・能力と関連付けた授業改善にもつなげていくこ

とができた。また，学校の教育目標を意識したことにより，教科等横断的な視点でＰＤＣＡサイクルを

確立することができた。 

 カリキュラム・マネジメントは，グラン

ドデザインや他教科との関連を意識した

教育課程等を，一度計画して終わりではな

く，常に「実施→評価→改善」というサイ

クルで循環させることが大切である。 

 今後は，学校教育活動全体の大きなサイ

クルと，学年や教科，一人一人の教職員の

取組の評価・改善とを結び付けて，効果的

に教育活動を展開していくための手法に

ついて研究を進めていきたい（図３）。 

 なお，研究協力校における実践を基に，

リーフレットを作成した。このリーフレッ

トを研修講座や学校支援，また，県内の学

校における校内研修等で活用することにより，各学校がカリキュラム・マネジメントを促進し，子ども

に身に付けさせたい資質・能力の育成を図るようにしていただければ幸いである。 

【資料 18 児童アンケート結果(学校評価アンケートから)の推移(抜粋)】 

児童アンケート結果（学校評価ｱﾝｹｰﾄから）
Ａ　はい,Ｂ　どちらかといえばはい,Ｃ　どちらかといえばいいえ,Ｄ　いいえ A B C D 無 A B C D 無 A B C D 無

1 学校(がっこう)はたのしいですか。 73% 22% 4% 1% 0% 67% 26% 4% 2% 1% 75% 21% 3% 1% 1%

3
将来(しょうらい)の　夢(ゆめ)や　目標(もくひょ
う)を　もって　いますか。

87% 12% 0% 0% 1% 85% 14% 0% 0% 2% 86% 13% 0% 0% 1%

5
自分（じぶん）には　よいところがあると  おもい
ますか。

45% 41% 10% 3% 1% 44% 39% 10% 5% 1% 50% 34% 9% 6% 1%

6 本(ほん)を　よむことは　すきですか。 62% 27% 7% 3% 1% 55% 31% 9% 5% 1% 58% 28% 8% 4% 1%

7
授業中(じゅぎょうちゅう)　　先生(せんせい)の
話(はなし)や　ともだちの　発表(はっぴょう)を
しっかりと　きいて　いますか。

63% 33% 3% 0% 0% 62% 32% 5% 0% 1% 66% 31% 3% 0% 1%

8
みんなの　前(まえ)で　自分の　かんがえを
はっきりと　はなせますか。

36% 40% 19% 4% 1% 34% 37% 22% 6% 1% 41% 37% 17% 4% 1%

9
ノートに　ていねいな　字(じ)で　かいて　いま
すか。

41% 40% 15% 3% 1% 43% 36% 16% 4% 1% 44% 36% 16% 4% 1%

10 授業(じゅぎょう)は　よく　わかりますか。 56% 33% 8% 1% 1% 53% 34% 10% 2% 1% 58% 32% 7% 2% 1%

H29 H30 R1 2学期末

【図３ ＰＤＣＡサイクルのモデル】 
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６ おわりに 

 令和２年度から小学校，令和３年度から中学校，令和４年度から高等学校で平成 29 年に公示された

学習指導要領がスタートする。子どもたちが変化の激しい社会を生きるために必要な力を育成するため

に，学校と家庭・地域が連携・協働していく「社会に開かれた教育課程」の実現が求められていく。こ

の研究の成果が，各学校でのカリキュラム・マネジメントの取組の推進につながるように，研修等での

活用方法を探っていきたいと考える。 

 本研究に際し２年間協力をいただいた６名の代表委員と，研究協力校の校長先生はじめ全教職員の

方々，そして御指導いただいた名古屋大学大学院 柴田好章教授に心から感謝申し上げる。 
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